
藤⾥町社会福祉協議会の取り組み 
 
1. 藤⾥町の概況 
2. 救済型福祉と活躍⽀援型福祉の両⽴に⾄る背景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 活躍⽀援の発想からの「こみっと」⽀援事業とその成果 
A[22 年度ひきこもり者等訪問対象者] 
 5 年 

未満 
5〜10 
年未満 

10 年 
以上 

総数 113 30 27 56 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
4. 福祉の⽴場からの地⽅創⽣事業の今後の展開 
２０１６年より、⼈づくり・仕事づくり・若者⽀援を３本柱に事業を開始 
 
 
 
 
 
 
 

C[26 年度情報提供対象者状況] 
 不明 ひきこも

り歴ゼロ 
5 年 
未満 

5〜10 
年未満 

10 年 
以上 

総数 166 31 99 8 7 21 

B[26 年度末ひきこもり者等の状況] 
 5 年 

未満 
5〜10 
年未満 

10 年 
以上 

総数 25 2 5 18 

2015 年 
・福祉の⽴場か
らの地⽅創⽣事
業を検討する 
・弱者が担い⼿
になれる地⽅創
⽣事業を⽬指す 

⼈づくり事業 
・プラチナバンク事業の⽴ち上げ 
⇒２０代から９０代まで、登録会
員は 360 ⼈ 
・⽣涯現役でいるための研修事業 
⇒まち⾃慢クラブ事業 
⇒プラチナバンク活動事例集の発
⾏ 

仕事づくり事業 
・仕事づくりの拠点整備 
・新たな特産品として⼭菜加⼯
商品「グッドデリ」の製造販売
及び⼭菜バイキングの開始 
・根っこビジネスの検討 
・「⽩神まいたけキッシュ」「こ
みっとうどん」製造販売の再編 

若者⽀援事業 
・藤⾥町体験プログラムの開
始 
⇒年間１００⼈前後の若者の
受け⼊れ実績 
⇒品川区との連携事業の開始 
・独⾃カリキュラムの開発と
通年開設の研修所構想の検討 

1980 年〜 原点は秋⽥県の「⼀⼈の不幸も⾒逃さない運動」 

2005 年〜 「藤⾥⽅式」トータルケア推進事業開始 

2010 年〜「こみっと」開設 

・⼀⼈暮らし⾼齢者対策
事業になっていたという
問題 
・地域に⽀援する⼈され
る⼈を作ることの問題 

・「福祉でまちづくり」を
合⾔葉に掲げたことで町
⺠の期待度がました 
⇒次世代の担い⼿づくり
が急務だった 

・若者⽀援事業は福祉事
業ではない？ 
・正式名称は「ひきこもり
者及び⻑期不就労者及び
在宅障がい者等⽀援事業」 

◎実態把握調査 
 ⼈⼝４０００⼈に満たない町で、１１３⼈のひきこもり者等を把握 
◎情報提供のための訪問活動 
 情報提供活動のみで、１１３⼈のひきこもり者等の殆どが社会と繋がった 
◎福祉の拠点としての「こみっと」 
 地域デビュー出来る場所としての「こみっと」の効⽤ 
◎多彩な「こみっと」⽀援事業 
◎求職者⽀援事業等の成果 
 


